
真
集
）
を
刊
行
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
わ
た
し
た
ち
は
家
族
史
研
究
会
の
機
関
誌
『
女
性
史
研
究
』
で
、

布
村
一
夫
先
生
の
指
導
の
も
と
に
、
継
続
し
て
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
を
勉
強

し
て
き
ま
し
た
。
そ
し
て
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
没
後
一
○
○
年
を
記
念
し
、

「
女
性
史
双
書
」
第
１
と
し
て
一
九
八
六
年
に
『
原
始
、
母
性
は
月
で
あ
っ

た
』
を
、
第
Ⅱ
と
し
て
翌
八
七
年
に
『
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
墓
参
記
』
（
写

始
・
地
母
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
を
た
た
え
る

第
一
部
現
代
を
生
か
す
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン

こ
れ
ら
の
成
果
の
あ
と
を
う
け
て
こ
の
た
び
本
書
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。

つ
ぎ
の
と
お
り
五
つ
の
論
文
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
フ
ェ
、
、
、
ニ
ズ
ム
の
基
底

と
し
て
の
『
母
権
論
』
を
、
現
在
・
原
始
・
未
来
の
視
点
か
ら
読
承
解
こ
う

と
こ
こ
ろ
承
ら
れ
た
も
の
で
す
。

始
・
地
母
神
デ
ー
メ
ー
テ
ー
ル
を
た
た
え
る
光
永
洋
子

Ｉ
『
母
権
論
』
を
学
ぶ
た
め
に
ｌ
三
た
び
邦
訳
さ
れ
た
『
母
権
論
．

学
界
展
望

I■■■■■■

い
ま
、
な
ぜ
母
権
か

ｌ
共
著
『
母
権
論
解
読
ｌ
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
の
根
拠
』
に
よ
せ
る
Ｉ

序
説
』
犬
童
美
子

Ⅱ
な
ぜ
女
は
第
二
の
性
な
の
で
す
か
？
ｌ
ポ
ー
ヴ
ォ
ワ
ー
ル
と
『
母

権
論
』
光
永
洋
子

Ⅲ
デ
ー
ヴ
ィ
ス
『
第
一
の
性
』
に
お
け
る
母
権
ｌ
英
訳
『
神
話
、
宗

教
そ
し
て
母
権
』
の
校
訂
石
原
通
子

第
二
部
原
始
を
生
か
す
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン

Ⅳ
母
権
と
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
ー
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
｝
一
ン
と
ド
Ⅱ
ブ
ロ
ス

Ｖ
昊
の
女
神
ア
テ
ー
ナ
ー
ｌ
ア
ッ
テ
ィ
ヘ
四
部
族
に
お
け
る
母
権

布
村
一
夫

終
．
未
来
を
生
か
す
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
石
塚
正
英

こ
の
よ
う
に
二
部
か
ら
構
成
さ
れ
る
目
次
を
、
こ
の
た
び
の
共
著
は
も
っ

て
い
ま
す
。

緒
方
都石

塚
正
英
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『
母
権
論
』
が
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
よ
っ
て
自
費
出
版
さ
れ
て
か
ら
、

今
年
は
一
三
○
年
も
過
ぎ
ま
し
た
。
そ
の
間
に
わ
が
国
で
は
、
内
容
の
膨
大

さ
と
難
解
さ
だ
け
が
伝
わ
っ
て
、
全
容
を
知
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

『
母
権
論
』
の
序
説
だ
け
は
こ
れ
ま
で
に
戦
前
の
訳
を
含
め
、
三
た
び
邦
訳

さ
れ
て
い
る
こ
と
が
、
犬
童
美
子
氏
の
論
考
で
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

と
こ
ろ
が
こ
こ
に
き
て
、
『
母
権
論
』
の
邦
訳
に
火
が
つ
き
、
つ
ぎ
つ
ぎ
と

全
訳
が
出
版
さ
れ
は
じ
め
、
さ
ら
に
は
『
母
権
論
解
読
』
が
刊
行
さ
れ
ま
し

た
が
、
こ
れ
は
フ
ェ
ミ
ニ
ズ
ム
を
主
張
す
る
も
の
た
ち
に
と
っ
て
あ
り
が
た

い
こ
と
で
す
。

『
母
権
論
』
の
邦
訳
に
は
つ
ぎ
の
も
の
が
あ
り
ま
す
。
な
お
、
犬
童
美
子

氏
は
日
本
で
の
『
母
権
論
』
研
究
の
軌
跡
を
た
ど
る
な
か
で
、
『
母
権
論
・

序
説
』
の
富
野
敬
照
・
井
上
五
郎
・
吉
原
達
也
の
三
氏
に
よ
る
邦
訳
に
つ
い

て
、
関
係
事
項
を
ふ
く
め
て
、
く
わ
し
く
考
察
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

の
あ
と
、
『
母
権
論
』
本
文
の
三
つ
の
邦
訳
（
し
た
が
っ
て
『
母
権
論
』
序

説
の
邦
訳
を
ふ
く
む
）
が
出
版
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
を
ふ
く
め
る
と
、
つ

ぎ
の
よ
う
に
整
理
さ
れ
ま
す
。

一
九
三
八
年
富
野
敬
照
訳
『
母
権
論
』
白
揚
社

一
九
七
六
年
井
上
五
郎
訳
「
母
権
論
・
序
説
」
『
女
性
史
研
究
』
第
三
集

一
九
八
一
年
同
訳
「
母
権
論
」
（
初
訳
）
『
女
性
史
研
究
』
第
一
二
集

一
九
八
二
年
同
上
、
第
一
三
集
。
八
四
年
同
上
、
第
一
五
集

一
九
八
八
年
佐
藤
信
行
ほ
か
訳
「
『
母
権
論
』
序
論
」
『
新
潟
大
学
教
養
部

■■■■q■

一

バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
『
母
権
論
』
は
、
そ
れ
が
出
版
さ
れ
て
か
ら
あ
と
、

世
界
中
で
い
ろ
い
ろ
の
読
ま
れ
か
た
を
し
て
き
ま
し
た
。
ド
イ
ツ
人
に
と
っ

て
も
通
読
す
る
の
が
容
易
で
な
い
、
難
解
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
無
視
さ
れ
た
り
、
誤
解
さ
れ
た
り
し
て
き
た
経
過
を
、
本
書
の
い
き

と
ど
い
た
検
証
で
た
ど
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
書
で
は
う
｝
一
ミ
ニ
ズ
ム
の

研
究
紀
要
』
第
一
九
集

一
九
八
九
年
同
訳
「
『
母
権
論
』
リ
ュ
キ
ア
」
同
上
、
第
二
○
集

一
九
九
○
年
同
訳
弓
母
権
論
』
ア
テ
ナ
イ
（
ご
」
同
上
、
第
二
一
集

一
九
九
一
年
同
訳
弓
母
権
論
』
ア
テ
ナ
イ
（
二
）
レ
ム
ノ
ス
」
同
上
、

第
二
二
集

一
九
八
九
年
吉
原
達
也
訳
『
母
権
論
・
序
説
』
創
樹
社

一
九
九
一
年
岡
道
男
、
河
上
倫
逸
監
訳
『
母
権
論
』
Ｉ
承
す
ず
書
房

一
九
九
二
年
吉
原
達
也
ほ
か
訳
『
母
権
制
』
上
巻
、
白
水
社

一
九
九
二
年
布
村
一
夫
ほ
か
共
著
『
母
権
論
解
読
』
世
界
書
院

一
九
九
二
年
佐
藤
信
行
ほ
か
訳
『
母
権
論
』
（
序
論
・
リ
ュ
キ
ア
・
ク
レ

タ
）
三
元
社

そ
れ
で
す
か
ら
、
ヘ
ー
ゲ
ル
の
哲
学
書
よ
り
も
難
解
と
い
わ
れ
る
『
母
権

論
』
の
邦
訳
三
種
類
が
、
い
ま
の
わ
た
し
た
ち
の
目
の
ま
え
に
あ
り
ま
す
。

こ
ん
な
む
ず
か
し
い
本
を
よ
く
も
邦
訳
さ
れ
た
と
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
わ

た
し
た
ち
は
、
こ
の
本
を
ど
う
し
て
も
読
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
と

っ
て
い
る
の
で
す
。

’
一
一
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立
場
か
ら
、
光
永
洋
子
氏
は
『
母
権
論
』
に
反
対
の
立
場
を
と
る
ポ
ー
ヴ
ォ

ワ
ー
ル
の
矛
盾
を
、
彼
女
の
著
書
『
第
二
の
性
』
（
一
九
四
九
年
刊
）
の
記

述
を
中
心
に
検
証
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
石
原
通
子
氏
は
『
母
権
論
』

を
積
極
的
に
生
か
し
て
、
母
権
へ
の
逆
転
を
将
来
に
承
よ
う
と
す
る
デ
ー
ヴ

ィ
ス
に
そ
っ
て
、
そ
の
著
『
第
一
の
性
』
（
一
九
七
一
年
刊
）
、
お
よ
び
そ
の

日
本
語
訳
、
『
母
権
論
』
の
イ
ギ
リ
ス
語
選
集
本
、
ド
イ
ツ
語
選
集
本
、
『
バ

ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
全
集
』
第
二
巻
、
富
野
敬
照
訳
、
井
上
五
郎
訳
、
吉
原
達

也
訳
を
比
較
校
訂
さ
れ
て
い
ま
す
。

石
塚
正
英
氏
は
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
未
発
表
遺
稿
の
訳
出
や
、
『
バ
ッ

ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
全
集
』
第
八
巻
の
ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
ー
ル
マ
ン
に
よ
る
解
説
の

訳
出
な
ど
、
「
母
権
」
を
理
解
す
る
た
め
の
諸
労
作
を
『
女
性
史
研
究
』
誌

に
紹
介
し
つ
づ
け
て
お
ら
れ
ま
す
。

本
書
で
は
母
権
の
存
在
と
、
そ
の
特
質
（
母
系
出
自
や
母
系
相
続
な
ど
）

と
の
発
見
の
根
拠
を
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
主
と
し
て
ヘ
ロ
ド
ト
ス
お
よ

び
ギ
リ
シ
ア
神
話
に
、
モ
ル
ガ
ン
は
ク
ル
テ
ィ
ウ
ス
の
『
ギ
リ
シ
ア
史
』
に

も
と
め
て
い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
パ
ッ
ハ
オ
ー
フ

ェ
ン
の
『
母
権
論
』
よ
り
も
さ
ら
に
一
○
○
年
ま
え
に
書
か
れ
た
、
シ
ャ
ル

ル
Ⅲ
ド
Ⅱ
プ
ロ
ス
『
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ
諸
神
の
崇
拝
』
に
依
拠
し
な
が
ら
、

「
母
権
と
フ
ェ
テ
ィ
シ
ズ
ム
」
の
関
係
を
、
ギ
リ
シ
ア
の
先
住
民
。
ヘ
ラ
ス
ゴ

イ
族
で
検
証
し
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
母
権
概
念
の
暖
昧
さ
を
指
摘
し
、

モ
ル
ガ
ン
の
母
権
解
釈
を
正
し
い
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ド
Ⅱ
プ
ロ
ス
が
研
究
し
今
日
に
伝
え
た
、
カ
エ
サ
リ
ア
の
エ
ウ
セ
ビ

オ
ス
（
二
二
六
’
三
四
○
年
こ
ろ
）
の
『
福
音
の
準
備
』
は
、
紀
元
後
－
１

二
世
紀
の
フ
ェ
ニ
キ
ア
人
ピ
ブ
ロ
ス
の
フ
ィ
ロ
が
ギ
リ
シ
ア
語
に
訳
し
た
、

紀
元
前
一
四
’
一
三
世
紀
こ
ろ
の
人
と
も
、
紀
元
前
二
○
○
○
年
前
後
の
人

と
も
推
測
さ
れ
る
、
サ
ン
コ
ニ
ア
ト
ン
の
書
き
残
し
た
『
フ
ェ
ニ
キ
ア
の
起

源
』
の
断
章
に
た
ど
り
つ
き
、
こ
こ
に
ふ
く
ま
れ
る
母
権
と
フ
ェ
テ
ィ
シ
ュ

信
仰
に
つ
い
て
の
最
古
の
証
言
に
、
ド
Ⅱ
プ
ロ
ス
や
バ
ツ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
も

モ
ル
ガ
ン
も
根
拠
を
お
き
、
三
者
が
結
び
つ
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
ま
す
。

布
村
先
生
は
、
モ
ル
ガ
ン
と
の
関
係
で
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
に
早
く
か
ら

注
目
さ
れ
、
犬
童
美
子
氏
の
弓
母
権
論
』
を
学
ぶ
た
め
に
」
の
論
考
に
承

ら
れ
る
よ
う
に
、
一
九
五
三
年
の
「
一
つ
の
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
ー
腰
ｇ
ａ
ｇ
の

ぱ
あ
い
Ｉ
」
か
ら
あ
と
、
「
母
権
」
に
関
す
る
多
く
の
労
作
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
び
の
論
文
「
臭
の
女
神
ア
テ
ー
ナ
ー
」
で
は
、
ア
ッ
テ
ィ
カ
四
部

族
に
お
け
る
母
権
が
検
証
さ
れ
ま
す
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
｝
一
ン
は
神
話
・
伝
説

の
研
究
か
ら
、
モ
ル
ガ
ン
は
ア
メ
リ
カ
・
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
に
お
け
る
親
族
名

称
体
系
や
、
氏
族
的
諸
制
度
の
存
在
か
ら
、
「
母
権
」
（
母
系
出
自
・
母
系
相

続
）
を
発
見
し
、
そ
こ
で
の
娘
・
妻
・
母
の
あ
り
か
た
を
正
し
く
逆
推
し
た

と
高
く
評
価
さ
れ
ま
す
。
そ
れ
は
、
母
権
の
内
実
が
共
同
体
的
人
間
関
係
で

あ
る
こ
と
、
そ
し
て
、
女
の
生
命
の
生
産
・
再
生
産
が
人
間
的
で
あ
る
こ
と

が
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
人
間
疎
外
の
も
と
に
あ
る
権
力
的
・
暴
力
的
な
家

父
長
権
・
夫
権
と
は
反
対
に
、
自
由
・
平
等
・
友
愛
に
よ
っ
て
結
ば
れ
た
人

間
関
係
、
「
母
主
主
義
」
の
社
会
が
認
め
ら
れ
る
の
で
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
女
の
完
全
な
解
放
と
男
女
同
権
を
実
現
し
て
い
く
根
拠
と

し
て
、
「
な
に
よ
り
も
歴
史
に
お
け
る
実
在
」
と
し
て
の
原
始
に
お
け
る
母

権
と
い
う
制
度
を
、
原
始
は
母
権
時
代
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
『
母
権
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論
』
を
学
ぶ
こ
と
で
つ
か
承
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

ま
た
こ
の
な
か
に
は
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
と
モ
ル
ガ
ン
の
学
問
的
交
流

や
、
ア
テ
ー
ナ
ー
女
神
が
ゼ
ウ
ス
の
頭
か
ら
生
ま
れ
た
と
い
う
奇
怪
な
誕
生

の
謎
も
、
母
権
の
転
覆
に
か
ら
ま
せ
る
と
解
け
る
こ
と
な
ど
、
民
族
学
を
ふ

ま
え
て
、
興
味
深
く
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

布
村
先
生
は
ま
た
、
．
九
世
紀
後
半
の
ロ
マ
ン
主
義
と
進
化
主
義
Ｉ
『
母

権
論
』
と
『
古
代
社
会
』
と
Ｉ
」
を
、
『
社
会
思
想
史
の
窓
』
誌
（
一
九
九
二

年
三
月
二
○
日
号
）
に
か
か
れ
ま
し
た
。
こ
こ
に
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
ギ

リ
シ
ア
神
話
学
と
モ
ル
ガ
ン
の
イ
ン
デ
ィ
ア
ン
民
族
学
と
の
つ
な
が
り
で
、

母
権
の
内
容
が
く
わ
し
く
の
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。
と
く
に
ア
ヴ
ン
ク
ラ
ー
ト

（
母
方
オ
ジ
権
）
と
い
わ
れ
る
も
の
を
、
十
分
に
証
明
し
て
お
ら
れ
ま
す
。

バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
は
た
ん
な
る
ロ
マ
ン
主
義
者
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
過

去
へ
の
あ
こ
が
れ
が
過
去
の
探
求
と
な
り
、
そ
の
過
去
を
発
展
に
お
い
て
つ

か
ま
え
て
い
る
進
化
主
義
者
な
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

あ
わ
せ
て
お
よ
ゑ
く
だ
さ
い
。

江
原
由
美
子
氏
は
「
図
書
新
聞
」
（
一
九
九
二
年
四
月
二
五
日
付
）
で
、

『
母
権
論
』
が
フ
ェ
ミ
’
一
ズ
ム
に
果
た
し
た
役
割
を
概
括
し
て
、
「
第
一
に
、

そ
れ
が
西
欧
近
代
社
会
に
お
い
て
自
明
視
さ
れ
て
い
た
『
父
権
制
』
（
家
父

長
制
）
的
社
会
秩
序
を
相
対
化
す
る
役
割
を
果
た
し
た
こ
と
、
第
二
に
、
『
父

権
制
』
に
よ
る
『
母
権
制
」
の
転
覆
を
『
人
類
の
発
展
』
の
法
則
と
位
置
づ

け
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
「
父
権
制
』
を
正
当
化
す
る
役
割
を
は
た
し
た
こ
と
」

四

を
あ
げ
て
い
ま
す
。
だ
が
、
こ
れ
だ
け
で
は
十
分
で
あ
り
ま
せ
ん
。

本
書
は
、
人
類
の
発
展
が
母
権
か
ら
父
権
へ
き
て
と
ど
ま
る
の
で
は
な
く
、

父
権
か
ら
さ
ら
に
よ
り
高
次
の
母
権
へ
発
展
す
る
と
い
う
歴
史
の
視
点
に
た

っ
て
い
ま
す
。
父
権
の
ま
え
に
母
権
が
あ
っ
た
と
逆
に
推
理
し
た
の
で
す
が
、

母
権
か
ら
父
権
へ
と
発
展
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
こ
の
父
権
か
ら
、
つ
ぎ
の
母

権
へ
と
発
展
す
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
も
考
え
た
の
で

し
ょ
う
か
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
か
い
て
い
ま
せ
ん
。
だ
が
バ
ツ
ハ
オ
ー
フ
ェ

ン
の
発
展
に
つ
い
て
の
考
え
か
ら
は
、
父
権
か
ら
母
権
へ
の
進
展
を
考
え
て

い
た
と
想
像
で
き
ま
す
。
こ
れ
が
「
母
権
の
弁
証
法
」
と
い
え
る
も
の
で
あ

る
と
布
村
先
生
は
い
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
カ
ジ
ミ
ー
ル
・
フ
ォ
ン
・
ケ
レ

ス
Ⅱ
ク
ラ
ウ
ス
も
、
「
歴
史
的
循
環
と
未
来
の
な
か
で
の
過
去
の
復
帰
の
思

想
の
展
開
に
お
い
て
、
バ
ッ
ハ
オ
ー
フ
ェ
ン
の
果
た
す
役
割
も
重
要
で
あ

る
」
と
ゑ
て
い
ま
す
。

『
母
権
論
』
を
ど
う
読
永
と
る
か
、
現
代
に
生
き
る
わ
た
し
た
ち
に
課
せ

ら
れ
た
課
題
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
そ
う
で
あ
る
な
ら
ば
、
遠
く
長
い
あ

い
だ
続
い
て
き
た
家
父
長
制
か
ら
く
る
、
現
代
社
会
の
諸
矛
盾
、
病
理
的
諸

症
状
を
解
決
し
、
未
来
に
す
べ
て
が
自
由
・
平
等
で
友
愛
に
結
ば
れ
る
社
会

を
創
造
す
る
力
を
身
に
つ
け
る
た
め
に
、
『
母
権
論
解
読
』
に
な
ら
っ
て
、
プ

ラ
ス
に
読
ゑ
と
っ
て
い
く
こ
と
が
、
女
や
男
を
ふ
く
め
て
の
わ
た
し
た
ち
に

と
っ
て
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

ぜ
ひ
と
も
こ
の
す
ぐ
れ
た
共
著
を
お
よ
み
く
だ
さ
い
、
と
心
か
ら
お
す
す

め
い
た
し
ま
す
。
（
世
界
書
院
刊
、
三
二
○
○
円
）（

家
族
史
研
究
会
女
性
史
）
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